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Ｉ 黒本教授は、右の”十二境記“を作った翌一一一十二年、職を辞して本校を去ったが、夏目教授も、左の”秋季雑詠“を作った翌一一一十三年、事實上龍南を去って、英國に留學、歸朝の後は、官を退いて東京に鱒じた。そして、境記と雑詠とが、同年に發表されて居るのも偶然である。境記の十二と、雑詠の十五とは、固より何等の因縁もあるまいが、何とはなしに、”龍南十五景“とでも題したくなった。雑詠は、大正八年一一一月三十一日發行の”龍南會雑誌“第百六十九號に擦ったが、明かに誤脱があるので、補正して置いた。 一筋の矢竹心ハ玉あられふるとも何かもののふのはらはらの隅に、弓場もありて、時々ゆづるの音のきこゆろ、 龍南への郷愁の侮ふせぐますらをぞとのたご一筋の志のあつくありてこそ、その寒きにも堪忍ぱるべけれ。〔備考〕〃瑞邦館〃倫理講話〃教室〃植物園〃物理室化學室追 學校〃運動場圖書館〃。価はふみ識に天下の士心習學寮頓首して新酒門内に許されず 習學寮史所録と比べると、全巻を通じて非常な相違がある。寮史の方は、恐らく當初のもので、龍南會雑誌から韓記したのだろう。題篭並に”自序“の一葉を篇眞にしてあるのだから、折角のこと、浄書本に蟻って置いたらと、惜しまれる。孔孟の道貧ならず稻の花古ぼけし油繪をかけ秋の蝶たうがらし赤きもの少しは参れ蕃椒かしこまる膝のあたりやそぎろ寒朝寒の顔を揃へて机かな先生の疎憲に吹くや秋の風本名は頓とわからず草の花苔青く末枯ろるべきものもなし南窓に蔦眞を焼くや赤蜻蛉化學とは花火を造る術ならん記 ｌ◇ｌ◇Ｉ凸へん章（原、葦）編断十って秋はふみ我に天下の志 いかめしき門を這入れば蕎麥の花粟みの（ろ）畠を貸して敷地なり松を出てまばゆくぞある露の原らへん章（原、葦）編断ちて夜寒の庫に束ねたる朝寒と申し糯絆の贈物 熊本高等學校秋季雑詠 十五 皇示 いといさまし。（句讃並に濁黙は筆者）、二○九 二○八
１．
ｊ
樹
撃
剥
會
稻
妻
の
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
勝
負
か
な
〃
容
赦
な
く
瓢
を
叩
く
絲
瓜
か
な
柔
道
試
合
鱒
げ
し
芋
鳥
渡
起
上
る
健
氣
さ
よ
す
寸
倉
〃
廃
け
ど
も
芒
を
倒
し
能
は
ざ
る
章
編
云
云
の
句
は
、
史
記
の
孔
子
世
家
に
所
調
、
「
孔
子
、
晩
而
喜
レ
易
、
…
…
讃
し
易
章
編
三
絶
、
」
や
稗
退
之
の
詩
に
所
調
、
「
春
秋
三
仰
束
二
両
閣
一
」
な
ど
を
、
奨
噌
云
云
の
句
は
、
同
じ
く
史
記
の
項
羽
本
記
で
有
名
な
、
鴻
門
の
倉
の
故
事
來
歴
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
解
し
難
く
、
富
婆
那
は
、
大
抵
、
富
椣
那
の
漢
字
を
充
て
て
あ
る
。
梵
語
の
口
月
忌
の
こ
と
で
、
程
尊
か
ら
、
雄
癖
家
で
、
説
法
第
一
と
稲
せ
ら
れ
た
、
弟
子
の
名
、
太
平
記
の
天
王
寺
造
管
事
に
所
調
、
「
詞
の
林
に
花
開
く
、
富
梱
那
の
縛
舌
、
文
珠
の
智
磐
も
、
云
云
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
博
學
多
識
の
演
説
會
瓜
西
瓜
富
婁
那
な
ら
ぬ
は
な
〃
就
中
う
ま
し
と
田
心
ふ
柿
と
栗
魂
南
へ
の
郷
愁
〃
玻
璃
瓶
に
絲
瓜
の
水
や
二
升
程
６
中
動
物
室
剥
製
の
鴫
鳴
か
な
く
に
甕
淋
し
ば
ん
く
わ
い
た
つ
食
堂
奨
嗜
（
原
、
奨
噌
）
や
闇
を
排
し
て
茸
の
飯
〃
大
食
を
上
座
の
栗
の
飯
黄
な
り
う
ル
ナ
漬
説
會
瓜
西
瓜
富
婁
那
な
ら
ぬ
は
な
か
り
け
り
證
左
で
あ
ら
う
。
ｌ
・
Ｉ
◇
Uﾛ 東
光
一
原
8
東 光 原
武
夫
原
や
白
草
原
を
記
し
た
つ
い
で
に
、
東
光
原
に
就
い
て
も
一
言
し
て
置
き
た
い
。
灰
間
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
溝
淵
校
長
の
頃
、
大
藏
省
（
？
）
は
、
正
門
内
の
耕
地
に
目
を
着
け
て
、
空
閑
地
と
徹
し
、
國
有
財
産
と
い
ふ
理
由
で
、
割
愛
（
？
）
を
申
入
れ
て
來
た
。
そ
の
唐
突
に
驚
い
た
校
長
は
、
い
ろ
い
ろ
調
査
し
た
結
果
、
創
立
の
頃
、
全
校
域
は
、
熊
本
縣
の
地
方
税
と
、
個
人
の
寄
附
に
よ
っ
て
賎
ひ
得
た
こ
と
を
知
り
、
断
乎
と
し
て
そ
れ
を
斥
け
る
一
方
、
サ
ィ
ン
ヵ
ー
ヴ
の
東
側
は
運
動
場
に
、
西
側
街
道
沿
ひ
に
は
、
熊
本
市
よ
り
寄
附
の
要
望
に
應
ヘ
て
、
ブ
ー
ル
を
、
北
側
に
は
、
バ
レ
ー
及
．
ハ
ヶ
ッ
ト
の
球
場
を
新
設
し
、
運
動
場
の
北
側
に
も
、
プ
ー
ル
の
北
側
に
も
、
杉
を
植
ゑ
て
、
無
用
の
空
地
で
な
い
こ
と
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
そ
の
運
動
場
は
、
軍
に
蹴
球
場
な
ど
と
呼
ば
れ
て
、
”
東
光
原
“
の
名
は
無
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
東
光
會
員
た
ち
が
、
勝
手
に
、
〃
東
光
原
〃
と
い
ふ
木
札
を
立
て
た
ら
、
誰
か
そ
れ
を
取
り
去
っ
て
し
、
ま
っ
た
ｕ
す
る
と
又
、
會
員
が
立
て
た
Ｊ
そ
の
經
緯
は
、
た
ち
ま
ち
龍
南
人
の
間
に
流
布
さ
れ
、
”
光
は
東
方
よ
り
”
、
何
時
と
は
た
く
、
“
東
光
原
〃
と
呼
ば
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
で
は
、
一
般
教
養
一
一
一
一
１
用
‐
‐
ｌ
薊
○
ｒ
■
印
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
ｕ
Ｐ
ｒ
ｉ
咄
Ｉ
Ｊ
０
０
ｆ
０
ｂ
Ⅱ
囚
』
６
町
Ｉ
ｂ
Ｑ
ｑ
ｐ
■
Ⅱ
６
６
０
；
甲
０
■
■
Ｒ
ｈ
Ｂ
・
肛
伍
、
応
曰
呵
Ⅱ
』
■
Ⅱ
■
■
川
印
百
Ｎ
Ｐ
Ｃ
■
ｉ
Ｉ
龍
南
へ
の
郷
愁
一一一一一
部の建物や、學生會館（東光會館）などが立ち並んで、運動場ではなくなったが、白草原に較べると、まだ可なりの空地
も
あ
る
の
で
、
白
草
原
の
名
は
知
ら
な
い
者
で
も
、
東
光
原
の
名
を
口
に
す
る
こ
と
も
あ
ら
う
。
習學寮史に鶏げてある、五十篇の寮歌や、十八篇の部歌の中で、最も克く歌はれるのは、固より”武夫原頭“である。
その他、もし假りに、それ等の六十八篇に就いて四篇を鐸び、五高の五に通はすとしたら、好む所に偏し易く、容易なこ
とでばないが、”それ北韓の”、”易水流れ”、”低く剛るる”、”不知火燃ゆる”ではあるまいか。成立も早く、且、全國征覇
の功ある柔道・弓道・野球等の部歌を加へたら、と云ふ人もある。至極尤もな事とは思ふが、他との均衡や歌詞など再検
討の結果、右の五篇に止めることにした。妄選多罪。
寮一
、（二）（-）
二、正義と道を窓として
潤
眼
を
世
に
そ
畠
が
ず
や
五、天風雲を擁ひては蘇山曙光に瀧りて
噴煙空をつくごとく塵震低く雲高く
上りてやまぬ我がねがひ
ママ
ーハ、琿身の血を湧かしめて誰頽勢に抗すべき
我
力
あ
る
双
肩
に
荷
ふ
つ
と
め
は
童
か
ろ
を
新勝の柴にえひしれて
よ
ろ
こ
び
く
る
ふ
時
な
ら
じ
こ、扶樵をうちてかけのぼる
凌霄の氣はおとろへて
青年の意氣いづこぞや
上
、
四、あ魁薩摩潟月青く波に沈みし丈夫が
正氣をこ塾に表はして巍々たる姿三寮の
きづかれしより十六年
武夫原頭（前掲）
明
治
三
十
八
年
それ北韓の（全寮）
明
治
三
十
九
年
そ
れ
北
韓
の
白
雪
に
血
潮
染
め
し
は
何
故
ぞ
朔
北
風
は
寒
く
し
て
白
草
原
の
月
す
ご
く
●
屍つみしは何故ぞ
我力ある双一眉に
龍
南
の
健
兒
今
ぞ
た
て
今武夫原の春にして鯵勃の氣をはらすくし
麗
醒
の
歌
高
調
せ
ば
天
空
高
く
こ
だ
ま
し
て
覺
醒
の
歌
高
謂
せ
ば
天
空
と
は
の
ひ
び
き
に
ど
よ
む
か
な
追
記
歌
「
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
寮
歌
、
部
歌
、
副
寮
歌圖南
の
翼
お
さ
ま
れ
ば
●
痛
ま
し
い
哉
榊
州
の
甘き夢路をくりかへし
●
llllI 、
一一
託
ママ
人
の
心
は
大
刀
枕
假
寝
に
結
ぶ
覇
者
の
夢
四
、
色
く
れ
な
や
む
落
日
に
傳
説
し
げ
き
濟
美
館
ママ
古人の功少←、一偲ぶれぱ天瓢劒に寒き哉
五
、
あ
・
勇
櫛
風
の
春
秋
や
沐
雨
の
甲
手
に
み
ぞ
る
ち
は
わ
が
東
征
の
冬
の
鑿
戦
は
ん
哉
時
來
る
六
、
風
雲
暗
き
長
安
の
わ
が
行
く
所
君
も
見
よ
鎧
袖
あ
は
れ
一
鯛
の
脆
き
に
過
ぎ
し
敵
の
数
七
、
又
繰
り
返
す
勝
関
の
高
槙
月
に
梅
薫
り
旗
の
影
酌
む
玉
杯
や
美
酒
の
面
に
笑
ゆ
ら
ぐ
⑧剣道部遠征歌はえ
一、低く剛ろ僅大阿蘇の煙にまじる初霞
覇權の鞘を抜き梯ひ起てぱ心の躍るかな
一一、太刀にまつはる思ひ出の常勝の榮偲びては
。
、
、
生命のむた守るべく共臥の苦楚を何一一一口はむ
註ママ（と共にの意、筆者註）ひ釘もす
三、曳臓猛き雄叫びに終日響く修道の
部
歌 龍
南
へ
の
郷
愁
ロ易水流れ（南寮）
明治三十九年
一、易水流れ寒うして曠原草は枯れはてぬ
見ょや龍南龍は臥し鐵腕撫する健兒あり
一一、西海月の澄むところ武夫原頭に書を抱いて
鳴かず飛ばずに夛苣暫し鼓空の翼養はん
ゑ
づ
だ
く
一二、仰げば蘇峰ふさぱ薑津我眼に見じな濁と汚と
歌はぱ人を醒ますべく泣かば熱涙色も濃く
四、羽色そるはい大鵬の胸の思にたぐへつつ
青春夢も幸はあり通ふもゆかし告天歌
剣道部歌は、筆者たちが、京都に遠征した後、一年後輩の凋法組、文才豊
か
な、”
龍
南物語
“
の著者
で
、大正
八
年の冬
、
「大正
日日」の上海特派中に客死した、・沙丹上田吉郎君の玉藻である。蓋、寮歌部歌中の白眉であらう。但、これまでは別段注意して
観
た
こ
と
も
な
く
、
部
員
に
つ
い
て
歌
っ
て
居
た
が
、
責
任
を
以
て
引
用
す
る
と
な
れ
ば
、
い
い
加
減
に
濟
す
わ
け
に
も
ゆ
か
ぬ
。
そ
の
中
の
「
曳
臓
」
は、「エィオウ」と歌はれて居るやうだが、居合の掛け聾の「エイ・トウ」を現したものでなければなるまい。従って、「曳」は、
和音「エイ」で、古くから、掛け鑿に用ひられて居るので、それでよいが、「臆（ヂピでは、意味をなさぬ。殊に、昨年十月復
刊の寮歌集のやうに、「賊」では、いよいよ分らなくなる。原作者の千慮の一失か、さなくぱ、軸記者の誤蔦がであらう。念の
た
め
に
、
月
（
に
く
づ
き
）
で
、
「
オ
ウ
」
に
近
い
字
を
探
し
て
み
た
が
、
見
當
ら
ぬ
。
「
ト
ウ
」
の
音
で
は
、
腹
や
膣
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
程
然
と
し
な
い
。
時
代
錯
誤
を
考
へ
な
け
れ
ば
、
蕊
の
字
で
も
當
て
た
ら
、
さ
し
て
不
都
合
は
あ
る
ま
い
。
鑿
で
は
華
音
「
ツ
ン
」
で
、
少
く
も
こ
の
場
合
、
よ
く
な
い
。
腹
は
、
和
音
で
は
い
い
や
う
だ
が
、
意
味
が
違
っ
て
來
る
く
ら
ゐ
、
作
者
は
知
っ
て
居
た
筈
で
あ
る
。
追
記
二一五
＝
一
一
一
四
口、君と別れて何時又逢はうかせめて五月の茶摘時同
茶摘み時迄わしや待ち切れぬせめて三月の花見時同
花
見
時
迄
わ
し
や
待
ち
切
れ
ぬ
せ
め
て
正
月
の
カ
ル
タ
と
り
同
カルタ坂迄わしや待ち切れぬせめて十月の紅葉狩同
紅
葉
狩
迄
わ
し
や
待
ち
切
れ
ぬ
せ
め
て
八
月
の
夏
休
み
同
夏休み迄わしや待ち切れぬせめて五月の茶摘時同
口、龍田山から飛立つ鳥は鳥は島でもオハラハラ天下取り
龍田五高は不思議な所月が照るのにオハラハラ雨が降る
白の三條は伊達には老かい魔よけ虫よけオハラハラ女よけ
龍田山から武夫原見れば「右向ケ右」中にや左むくオハラハラ馬鹿もおる
龍田山から寄宿舎見れば中にや勉謡するオハラハラ馬鹿もおる
勉
張
す
る
奴
は
頭
が
悪
い
勉
掻
せ
ぬ
奴
は
オ
ハ
ラ
ハ
ラ
間
悪
い
女人禁制の五高の庭に誰か植ゑたかオハラハラ姫小松
囚、一つとせ、一人の男の子が慾しけりや
火を噴く阿蘇に氣を晴らせ（そいつは豪氣だね）
一一つとせ、故郷離れて來たからにや
末
の
成
功
は
胸
の
中
（
同
）
追
記
副
寮
歌
同
じ
く
五
篇
を
節
録
す
る
日、遠く離れて昔を偲ぶ龍南三年か又四年ヨーイョイャナ
五
年
六
年
過
し
た
も
の
は
わ
け
て
深
か
り
よ
か
思
出
が
同
こ
く
ど
ぬ
ぐ
一、不知火燃ゆラＣ西海は黒土豊かに繰るなれ
あ
き
つ
ママ
長江みどり蘆鳴れば蜻蛉は獣し流るな、リ
かいち笈うおん
あ昌我が男の子夢多／、梅潮幸曰に生享けぬ
ひ
ね
も
す
一一、鴎を造ひて海遠く舷波を浴びし終日の
ゆ▲つつ
力漕なれば金星は勇士の一眉に光るな、リ
紫淡く野は暮れて歸れろ群に意氣あがる
一一一、さあ（原、わ）れ憂き日の波枕昨日も今日も梅に寝て
波間に勤箭刻むなる臥薪の苦楚を誰か知る
海の彼方の脇識の鰹峰途に守るらん
四、さらば行く可し風荒き近江の海はすさぶとも
ペガサス
長江十里飛びかひ’しかの紳馬の龍南の
柏を載せし走艇に敵する者のありなんや
龍
南
へ
の
郷
愁
⑥端（原、湾）艇部部歌
iｌ二一七 一一一一ハ
何庭か小規模の大學からでも赴任した人ならば、境内が素晴らしく廣いのに驚く外は、格別塗った感想も浮ばないだら
う。然るに、幸か、不幸か、筆者は、此虚”西海の聖地“を巣立ち、遠く去って天下の”赤門“に育まれ、莊子の所謂
”鶴雛“を慕ひつつ九天に翻り、再び”練實“を求めつつ”梧桐“ならぬ桑梓に還って來たが、時世の爲とは云ひながら、
〔竹の疵〕ひしひし
比年以來、日に月に愛ｂゆく龍南の相貌が、稗稗と胸に逼って來ろ。
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⑤、冨曽二三の》ロミョ【の》島の】、
ｓの四口且開口」・ずの口巨庁罵巨］
閂］。『の旨の勗切ゲの］。『ののロ
閂ご乱臣泊○豈○Ｈｐの庁○ｍのの
＋とせ、時は永劫常夏の
八つとせ、やさしい心もないじゃない
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ら
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る
（
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三の旨の淳目》
七つとせ、泣いてはいけない氣空
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世
紀
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ゆ
ろ
身
は
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し
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（
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）
四つとせ、良し悪し言ふ奴は野暮な奴
飲
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五
つ
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意
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高
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つ
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、Ｃ汀。ｐのｍＦｍｏぽ。■のの庁一
宮］】のずの巴の》の】の］この庁殿、戸
庁豈、のぽのｐｍＯ宮四国ロの①巴のＮｐの①ぽのご章
鈩口胞のごのぼ日》缶目、のごのぼ日一
意
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は
御
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の
費
な
り
（
同
）
とせ、泣いてはいけない氣が弱い
四
、
龍
南
の
愛
貌
田］の四ｍ四口け勺］の口の四国斤一
旨の勗切ゲの］。『のｍＨｐＰ
胸○豈○Ｈｐの庁○ｍののぽの鄙■
】】へ］｜の一己の司局四口》の】
届のすの○唇。■のの庁一
の豈の】の。□」］
の】の】の庁曰巨扁の①Ｃずいのゲロ］
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